によって、 弥生 狂言の 顔つな ぎの 饗宴が 開かれ 

ている。 百 目 蠟燭の 燃えて いる 銀の 燭台が、 幾 

本と なく 立て 並べられ ている。 舞台の 上手に 床 

の 間 を 後に、 どんすの 鏡 蒲団の 上に 悠然と 座つ 

ている の は、 坂 田 藤十郎 である。 髪 を 茶筌に 

結った 色白の 美男で ある。 下に は、 ^縮緬の 引 

かえし を 着、 上に は 黒 羽二重の 両面 芥子 人形の 

加 賀紋の 羽織 を 打ち かけ、 宗伝唇 茶の 畳 帯 をし 

めて いる。 藤 十郎の 右に は、 一座の 立 女形た る 

霧浪千 寿が 座って いる。 白 小袖の 上に 紫 縮緬の 

二つ 重ね を 着、 天鵞絨 羽織に 紫の 野良 帽子 をい 



唄 「人と 契るなら、 薄く 契りて 末 遂げよ。 も 

み じ 葉 を 見よ。 薄き が 散る か、 濃き が 散る か、 

濃き が 先ず 散 る もので そろ」 

ねぎら 

(歌い 終る と、 役者た ち 拍手 をして 慰う。 

下手の 障子 を あけ、 宗 清の 女中 赤紙の 付いた 

文箱 を 持って 出る) 

女中 藤十郎 様に お 文が まいりました。 

若 太夫 (中途で 受取りながら) 火急の 用と 見える。 

(藤 十郎に 渡す) 

藤十郎 (受取りて) おお いかにも、 火急の 用事と 見 

えます る。 ちょっと 披見いた します る。 皆の 衆 御免 



なされ ませ。 なになに 漣 子 どの、 巣 林より、 さて 近 

松 様からの 書状 じ や。 (口の 中に 黙読す る、 最後に 

至りて 声 を 上げる) こんどの 狂言 われ も 心に 懸り候 

まま かくは 急 飛脚 を もって 一筆 呈上 仕り 候。 少長ど 

のに 仕 負けられて は、 独り 御身 様の 不覚の みに て は 

これな く、 歌舞伎の 濫觴た る 京 歌舞伎の 名折れに 

もなる こと、 ゆめ ゆめ ご 油断な きょう 御 工夫 専一に 

願い 上げ 候。 (しばらく 考えて また 読み返す) 京 歌 

舞 伎の 名折れに もなる こと、 うむ！ なんの 仕 負け 

てよ いもの か。 はは は …… が、 近 松 様 も、 この 藤 十 

郎を 思わ るれば こそ、 いかい 御 心労 じ や。 



千 寿 (言葉 も 女の 如く) さようで ござります とも、 

こんどの 狂言に は、 さすがの 近 松 様 も、 三日三晩、 

肝胆 を 砕かれた とのこと じ や。 ほんに、 仇 やおろ そ 

かに は 思われぬ わい のう。 

弥五七 (道化方ら しく 誇張した 身振りで) されば こ 

みそかお けいせいかい 

そ 前代未聞の 密夫 の 狂言 じ や 。 傾城 買に か けて は 日 

本 無類の 藤 十郎様 を、 今度 はかつ きりと 気を更 えて、 

密夫 にしよう とする 工夫 じ や。 傾城 買の 恋が 春の 夜 

の 恋なら、 これ はきつ い 暑さの 真夏の 恋 じ や。 身 を 

焦がす ほど 激し い 恋 じ や 。 

四郎 五郎 夏の 曰の 恋と いうよりも、 恐ろしい 冬の 恋 



趣向 は、 たいていき まってい たもの を、 底から 覆す 

ような 門 左衛門 様の 趣向 じ や。 それに 京で 名高い 

大 経師の いきさつ を、 そのまま 取 入れた 趣向 じ や も 

の、 この 狂言が 当らないで 何としょう ぞ のう。 

若 太夫 (得意に なりながら) 四郎 五郎 様の いわれる 

通り じ や。 (藤 十郎の 前に、 いざり 寄りながら) 前 祝 

いに、 もう 一 つ 受けて 下され ませ。 傾城 買の 所作 は、 

日本 無類 の 御身 様 じ やが、 道ならぬ恋の いきかた は、 

また 格別の 御 趣向が ござりましょう な。 はは は。 

藤十郎 (役者た ちの 談話 を 聴いて いる 頃から、 だん 

だん 不愉快な 表情 を 示し 始めて いる。 若 太夫の 差し 



た 杯 を、 だまった まま 受けて 飲み乾す) 

千 寿 (藤 十郎の 不機嫌に 気が付いて、 やや 取りな す 

ように) ほんに、 若 太夫の いう 通り、 藤十郎 様に は 

その 辺の 御 思案が、 もう ちゃんと 付いている はず 

じ や。 われらな どた だ 藤 十 郎様を 頼りに して、 傀儡 

のように 動いて いけば よいの じ や。 

若 太夫 (千 寿の 取りな しに 力 を 得た ように) 今度の 

狂言に 比べます と、 大当り だとい う 傾城 浅 間 ケ嶽の 

狂言な ど は、 浅はかな 性 もない 趣向で ござり まする。 

密 夫の 狂言と はさす が は 門 左衛門 様で ござり まする。 

それに 付けましても、 坂 田 様に はこうした 変った 恋 



の 覚え も ござりましょう な。 はは はは …… 。 

藤十郎 (先刻から、 ますます 不愉快な 悩ましげ な 表 

情 をして いる。 若 太夫の 最後の 言葉に 傷つ けられた 

ように むっとして) さような こと、 なんの あってよ 

いもの か。 藤十郎 は、 生れな がらの 色好み じ やが、 

まだ 人の 女房と 懇 ろした 覚え は ござらぬ わ。 

若 太夫 (座興の つもりで いった こと を 真っ向から、 

突き放され、 興 ざめ 黙って しまう) 

千 寿 (再び取り なすよう に) ほんに、 坂 田 様の いわ 

れる 通り じ や、 この 千 寿 とても、 主 ある 女房と 懇ろ 

した こと はな いわいな。 



他の 役者た ち (皆 一 斉に 笑う) …… 。 

弥五七 それ は 誰 とても 同じ ことじ や。 女旱り がすれ 

ば 格別、 主 ある 女房に いい 寄って、 危ぃ 思い をす る 

よりも 宫川 町の 唄 女、 室町 あたりの 若 後家、 祇園 あ 

たりの 花 車、 四条 五条の 町 娘、 役者の 相手になる 

上 藤た ち は、 星の 数 ほど ある わ。 はは は。 

源 次 だが のう。 一 盗 二 妾 三婢四 妻と いうて、 盗み 

食いす る 味 は、 また 別 じ やという ほどに、 人の 女房 

とても 捨てた もので はない。 

長十郎 さて は、 そなたに は 覚えが あると みえる。 

源 次 何の 覚えが あってよ いもの か。 だが のう、 礫が 



恐ければ、 世に 密 夫の 沙汰 は 絶えよう もの を、 絶え 

ぬ 証拠 は、 今度の 狂言に 出る おさん 茂 右衛門 じ や。 

色事の 道 はまた 別 じ や。 はは はは。 

しょげ 

若 太夫 (自分の 悄気た こと を、 隠そうと して) 座が 

つれまい 

淋しい。 さあ …… 若衆た ち、 連 舞な と 舞わし やん せ。 

三 四 人の 若衆 あいのう。 (立って 舞い 始める) 

藤十郎 (黙々 として、 ひそかに 狂言の 工夫 をめ ぐら 

すごと き 有様な りしが、 一 座の 注意が 連 舞に ひかれ 

たる 間に、 ひそかに 座 を 立つ。 正面の 障子 を あけて、 

静かに 廊下に 出ず) 

(若衆た ち は、 舞いつ づけて いる。 鼓の 音が、 



激しく 賑 かになる。 役者た ち も、 浮かれ 気味 

になる) 

弥五七 (おかしき 様子に て 立ち上りながら) わし も 

連 舞の 群に 入ろう ぞ。 

四郎 五郎 美しき 若衆た ちと、 禿げた 弥五七 どの。 こ 

れは 一 段と 面白い 取合わせ じ や。 鼓 はわし が 打とう 

ぞ。 

(若衆た ちと 一 緒に、 弥五 七道 化た る 身振り 

にて 舞う。 皆 笑 いさざめ くう ちに、 舞台 回る) 

第一 一場 



藤十郎 (書 抜き を 読みながら 形 を 付けて みる) かく 

なり 果っ るから は、 たとい 水火の 苦しみ も …… 。 (ェ 

夫 付かざる ごとく、 書 抜き を 投げ出して 考え 始める。 

立って 女の手 を 取る ごとき 形 をして みる。 また 書 抜 

きを 開いて じっと見 詰める) 死 出 三途の 道な りと も、 

御身と ならば 厭わば こそ …… (また 絶望した る ごと 

く、 書 抜き を 投げ捨てて 頭 を 抱えて 沈思す る。 気 を 

更 えて 立ち上り、 無言に て 動いて みる。 工夫つ いに 

付かざる ごとく、 後へ 手 を 突いて 座りながら、 低い 

嘆息の 言葉 を もらす。 とうとう 工夫 を 一 時 中止した 



る ごとく、 床の間に 置いて あった 脇息 を 手 を 延ばし 

て 取り、 それに 右の 肱 を もたせながら、 身 を 横にす 

る) 

(しばらく 何事 もない。 母屋の 大広間で 打つ 

ている 鼓の 音 や、 太鼓の 音な どが、 微かに 聞 

えてく る。 藤十郎 は、 静かに 目 を 閉じる。 ふ 

と 廊下に 人の 足音が 聞え る。 藤十郎 は、 

ちょっと 目 を 開き、 また 書 抜き を 顔に 当て、 

寝た 振り をして しまう。 廊下に 現れた の は、 

宗 清の 女房お 梶 である。 足早に 近づく と、 何 

の 会釈 もな く 障子 を 開ける。 藤 十 郎の姿 を 見 



おどろ 

て駭 く。) 

ぉ梶 あれ、 藤 様で ござりました か。 いかい 粗相 をい 

たしました。 御免 下さり ませ。 (すぐ 去ろうと する。 

ふと、 気が付い たる ごとく) ほんと に 女子供の 気の 

付かぬ。 このように 冷える 所で、 そうして ござって 

は、 御風 邪な ど 召す とわる い、 どれ、 私が 夜の 具 を 

かけて 進ぜましょう。 (部屋の 片隅の 押入れから 夜 

具 を 出そうと する) 

藤十郎 (宗 清の 女房で あると 知る と、 起き直って 居 

ずまい を 正しながら) おお これ は、 御内 儀で ありま 

した か。 いかい 御 造作 じ やのう。 



ぉ梶 何の 造作で ござりましょう。 さあ 横にな つてお 

休みな さり ませ。 

(藤 十郎 はふと、 お 梶の顔 を 見る。 色の くつ 

きりと 白い 細面に、 眉の 跡が 美しい。 最初 は 

恍 然として いた 藤 十郎の 瞳が、 だんだん 険し 

く 険しくな つてく る。 ぉ梶 は、 藤 十 郎の不 思 

議な 緊張に、 少しも 気付かぬ ように、 羽二重 

の 夜具 を 藤 十郎の 背後から ふう わりと 着せ 

る) 

ぉ梶 さあ、 お休みな さり ませ。 あっちへ 行ったら、 

女 どもに 水な と 運ばせましょう わい な。 (问 気な く 



去ろうと する) 

藤十郎 (瞳が だんだん 光って 来る。 ぉ梶の 去る の を、 

じっと見 ていたが、 急に 思い付い たように 後から 呼 

びかけ る) ぉ梶 どの。 ぉ梶 どの。 ちと 待たせられい。 

ぉ梶 (ちょっと 駭 いたが、 しかし 無邪気に) なん ぞ 

御用が あって か。 (と 座る) 

ぎょい 

藤十郎 (夜具 を 後へ 押し やりながら) ちと、 御意 を 

得たい ことがある ほどに、 もう 少し 近く 来て たもら 

ぬか。 

ぉ梶 (少し 不安 を 感じた る ごとく、 もじもじし、 あ 

まり 近 よらない。 やはり 無邪気に) 改まって なんの 



mp ぞいのう。 お まま まほ ま。 

藤十郎 (低い けれども、 力強い 声で) ちと、 そなた 

に 聞いても らいたい 子細が あるの じ や。 もう 少し、 

近う 進んで たもれ。 

と-つ さま 

ぉ梶 藤 様と した ことが、 また 真面目な 顔 をして なん 

ぞ、 てんごう でもい うの じ やろう。 (いざり 寄りな 

がら) こう 進んだ が、 なんの 用 ぞいのう。 

藤十郎 (全く 真面目に なって) ぉ梶 どの、 今日は 藤 

十郎の 懺悔 を 聴いて 下され ませぬ か。 この 藤 十郎は 

二十 年来、 そなたに 隠して いた ことがある のじ や。 

それ を 今日は ぜひに も 聴いても らいたい のじ や、 思 



い 出せば 古い ことじ や、 そなたが 十六で、 われらが 

二十の 歳の 秋 じ やった が、 祇園祭の 折に、 河原の 掛 

小屋で、 二人 一緒に 連 舞 を 舞うた ことがあ るの を、 

よも や 忘れ はしゃる まいな あ。 (じっとお 梶の顔 を 

見詰める) 

ぉ梶 (昔 を 想う ごとく、 やや 恍 然として) ほんに あ 

の 折 はのう。 

藤十郎 われらが そなた を 見た の は、 あの 時が 初めて 

じ や。 宮川 町の 唄 女のお 梶 どのと いえば、 いかに 美 

しい 若 女形で も、 足元に も 及ぶまい と、 かねがね 人々 

の 噂に は 聞いて いたが、 始めて 見れば 聞きし に 勝る 



そなたの 美し さじ や。 器量 自慢であった この 藤十郎 

さえ、 そなたと 連れて 舞う の は、 身が 退ける ほどに、 

思うた のじ や …… 。 (じっと、 さし 俯く) 

ぉ梶 (顔 を 火の ごとく 赤く しながら、 さし 俯いて 言 

葉な し) 

藤十郎 (必死に 緊張しながら) その 時から じ や、 そ 

なた を、 世に も 希なる 美しい 人 じ やと 思い 染めた の 

は。 

ぉ梶 (さし 俯きながら、 いよいよう なだれて、 身体 

を かすかに、 わななかせる) …… 。 

藤十郎 (恋をする 男と は、 どうしても 受取れ ぬ ほど 



の 澄んだ 冷たい 目付きで、 顔 さえ もたげぬ 女 を、 剌 

し 通す ほどに 鋭く 見詰めながら、 声 だけに は、 激し 

い 熱情に 震えて いるよう な 響き を 持たせて) そなた 

を 見初めた 当座 は、 折が あらば いい 寄ろうと、 始終 

念じて はいた ものの、 若衆 方の 身 は、 親方の 捉が厳 

しゅうて な あ。 寸時 も 己が 心に は、 委せぬ 身体 じ や。 

ただ 心 だけ は、 焼く ように 思い焦がれても、 所詮 は 

機 を 待つ より ほか はない と、 思い 諦めて いる 内に、 

二十の 声 を 聞かずに、 そなた はこの 家の 主人、 清 兵 

衛 どのの 思われ 人と なって しまわれた。 その 折 われ 

らが 無念 は、 今 思い出しても、 この 胸が 張り 裂く る 



ように、 苦し ゆうお じ やる わ。 (こういいながら、 藤 

十郎は 座に も 堪え ぬげに 身悶え をして 見せる。 が、 

彼の 二つの 瞳 だけ は爛々 たる 冷たい 光 を 放って、 女 

の息づ かいから 様子 を 恐ろしき までに、 見詰めて い 

る) 

ぉ梶 (やや 落着いた ごとく、 顔 を 半ば 上げる。 一 旦、 

蒼 ざめ 切って しまった 顔が、 反動的に だんだん 薄 赤 

くな つてい る。 二つの 瞳 は 火の ごとく 凄じい) …… 。 

藤十郎 (言葉 だけ は 熱情に 震えて) 人妻に なった そ 

なた を、 恋い慕う の は、 人間の 道で はない と 心で 強 

ぅ制統 しても、 止まらぬ は 凡夫の 思い じ や。 そなた 



の 噂 をき くにつ け、 面影 を 見る につけ、 二十 年の そ 

の 間、 そなたの こと を、 忘れた 日 はた だ 一 日 もお じ や 

ら ぬのじ や。 (彼 は 舞台 上の 演技に も、 打ち勝つ ほ 

どの 巧みな 所作 を 見せながら、 しかも 人妻 を かき 口 

説く 恐怖と 不安 を 交えながら、 小鳥の ごとく 竦んで 

いる 女の 方に 詰めよ せる) が、 この 藤十郎 も、 たと 

い 色好みと いわる ると も、 人妻に 恋し かける ような 

非道な こと はなす まじい と、 明暮 燃えさ かる 心 を、 

じっと 抑えて 来たの じ やが、 われら も 今年 四十 五 

じょうみよ-つ 

じ や。 人間の 定命 はもう 近い。 これほどの 恋 を… 

…二十 年来 忍びに 忍んだ これほどの 恋 を、 この 世で 



一言 も 打ち明けいで、 いつの 世 誰に か 語るべき と、 

思う につけても、 物狂おし ゆうなるまでに、 心が 乱 

れ 申して かくの 有様 じ や。 のう、 ぉ梶 どの、 藤十郎 

を あわれと 思 召さば、 たった 一言 情 ある 言葉 を。 な 

あ！ ぉ梶 どの。 (狂う ごとく 身悶えしながら、 女 

の 近くへ 身 をす リ 寄せる。 が、 瞳 だけ は 刃の ように 

澄み切つ ている) 

ぉ梶 わ …… つ。 (といった まま 泣き伏して しまう) 

藤十郎 (泣き伏し たお 梶を、 じっと見 詰めている。 

その 唇の あたり は、 冷たい 表情が 浮かんで いる。 が、 

それ にも拘らず、 声と 動作と は、 恋に 狂うた 男に 適 



わしい 熱情 を 持って いる) のうお 梶 どの。 そなた は、 

藤 十 郎の噓 偽りの ない 本心 を、 聴かれて、 藤 十郎の 

恋 を、 あわれと 思わぬ か。 二十 年来、 忍びに 忍んで 

来た 恋 を、 あわれと は 思さぬ か。 さりと は、 強いお 

人 じ やのう。 

ぉ梶 (すすり泣く のみに て 答えず) …… 。 

(二人とも おし 黙った ままで、 しばらく は 時 

刻が 移る。 灯 を 慕って 来た 千鳥の、 銀の 鉄 を 

使うよう な 声が、 手に 取る ように 聞え て 来る) 

藤十郎 (自嘲す るが ごとく、 淋しく 笑って) これ は、 

いかい 粗相 を 申しました。 が、 この 藤 十郎の 切ない 



恋 を 情なくな さると は、 さても 気強い お 人 じ やのう- 

舞台の 上の 色事で は、 日本 無双の 藤十郎 も、 そなた 

にか かって は、 た わい ものう 振られ 申した わ。 はは 

ま ま ま ま ま 

ぉ梶 (ふと 顔 を 上げる。 必死な 顔色になる。 低い 消 

え 入る ような 声で) それで は 藤 様、 今 おっしゃった 

こと は 皆 本心 かいな。 

藤十郎 (さすがに 必死な 蒼白な 面 をしながら) なん 

の、 てんごう をい うてなる もの か。 人妻に 言 寄る か 

らは命 を 投げ出しての 恋 じ や。 (浮 腰に なって いる。 

彼の 膝が、 微かに 震える) 



(必死の 覚悟 を 定めたら しいお 梶は、 火の よ 

うな 瞳で、 男の 顔 を 一 目 見る と、 いきなり そ 

ばの 絹 行灯の 灯 を、 フッと 吹き消して しまう。 

闇のう ちに 恐ろしい 躊躇と 沈黙が、 二人の 間 

にある。 ぉ梶は 身体 を、 わな わな 震わせな が 

ら、 男の 近づく の を 待って いる。 藤 十 郎の目 

が 上ず つてし まって、 足が かすかに 震える。 

ようやく 立ち上る とお 梶の 方へ 歩みよ る。 お 

梶 必死にな るが、 藤十郎 は、 その そば をす る 

りと 通りぬ けて、 手探りに 廊下へ 出る) 

と -っ さ ま 

ぉ梶 (男の 去らん とする に、 気が付いて) 藤 様！ 



藤 様！ (と 低く 呼びながら、 追い 鎚 ろうとす る) 

(藤 十郎、 ぉ梶の 追う のに 気付いて、 背後の 

障子 を 閉める。 ぉ梶 障子に 鎚り 付いた まま 身 

を 悶えつつ 泣き崩れる。 藤十郎 やや 狼狽し な 

がら、 獣の ごとく 早足に 逃げ去る。 お 梶の泣 

く 声に 交じる ように 千鳥の 声が 聞え る) 

第三 場 

第二 場より 七日ば かり 過ぎた る 一 日。 都 万 太夫 

座の 楽屋。 上手に 役者た ちの 部屋 部屋の 入口が 



よく 気を付けてのう。 粗相の ないよう にのう。 こん 

な 大入りの 時に 限って、 火事 盗難 なぞの 過ちが あり 

がちでの う。 

頭取 へいへい 合点で ござり まする。 

(二人 左右に 別れる。 下手の 出入口から、 丁 

稚を 連れた 手代 風の 男が 入って 来る) 

手代 風の 男 (頭取 を 呼びかけて) ああ もしもし。 藤 

十郎 様のお 部屋 は どこで ござります るか。 

頭取 どちらから じ や。 お 部屋 はすぐ こ こじゃが。 

手代 風の 男 四条 室町の 備前屋 の 手代で ござり まする。 

頭取 おお 室町の 大尽のお 使いで ござります るか。 さ 



あ！ お通りな さり ませ。 左から 二つ目の 部屋 じ や。 

手代 風の 男 なるほどな、 梅 鉢の 紋が 付いて おります 

のう。 

(手代 風の 男、 藤 十郎の 部屋へ はいって 行く。 

藤 十郎の 部屋の すぐ 隣から、 大 経師 以 春に 扮 

した 中 村四郎 五郎と 召使お 玉に 扮 した 袖 崎 源 

次と が 出て 来る) 

四郎 五郎 (源 次の 袖 を 捕えながら、 ちょっと 所作 を 

して) どうも、 お前に じゃれ かかる ところが、 うま 

く 行かぬ のでのう。 今日は 三日 目 じ やが、 まだ 形が 

付かぬ でのう。 昨日 藤十郎 どのに、 教え を 乞うて み 



ると、 自分で 工夫が 肝心 じ やと、 いわし やれた。 さ 

あ、 幕の 開く 前に、 もう 一 度 稽古に 付き合うて たも 

ら ぬか。 

源 次 おお 安い ことじ や。 何度でも 付き合おう。 藤 十 

郎 どのに、 工夫 を 尋ねる といつ も、 強い 小言 じ や。 

みんな 自分で 工夫せ いと は あの方の 決まり文句 じ や。 

四郎 五郎 おお 一昨年の ことじ や、 山 下 京 右衛門が、 

江戸へ 下る，. 暇乞いに 藤十郎 どのの 所へ 来て、 わが 

み も 其 許 を 万事 手本に した ゆえに、 芸道 もずん と 上 

達しました といわれ ると、 藤十郎 どの はいつ ものよ 

うに、 ちょっと 額 を 顰められ たかと 思う と、 「人の 真 



似 をす る 者 は、 その 真似る ものより は 必定 劣る もの 

じ や。 そなた も、 自分の 工夫 を 専一 にいた されよ」 

とに こりと もせずに 真っ向から じ や。 あの 折の 京 右 

衛門 どのの てれ まき 方 を、 思い出す と 今でも 可笑し 

くなる のじ や。 

源 次 藤十郎 どのから、 お 小言 を 食わぬ 前に、 もう 一 

工夫して みょう。 

四郎 五郎 (急に 芝居の 身振り をな し) これ さ、 どつ 

りんき うどん こしょう 

こい やらぬ。 本妻の 恪 気と 餛 飩に 胡椒 はお さだまり、 

なんとも 存ぜ ぬ。 紫色 はおろ か、 身中が、 かば 茶色 

になる とても、 君 ゆえなら ば 厭わぬ。 



源 次 (応じて 芝居の 身振り をしながら) どうな りと 

さし やん せ。 こちゃお さん 様に いう ほどに。 あれお 

さん 様、 おさん 様。 

四郎 五郎 (やはり 身振り を 続けながら) やれ やか ま 

しい その外お さん わにの 口、 口の ついでに 口々。 (急 

に 役者に 立ち返りながら) どうも ここのと ころが、 

うまく 行かぬ のじ や。 

(芝居 茶屋の 花 車 女に 案内され、 若き 町 娘 下 

手の 入口より 入って 来る) 

花 車 女 おお 源 次 さま。 ちょうどよ いところ じ や、 そ 

とうのと ういん 

れ それ この間ち よ つ とお 耳に 入れた 東洞院 の 近 江 



屋 のお 嬢 様で ござり まする。 

源 次 (四郎 五郎に、 気兼ね をしながら) もう、 幕が 

開きます ほどに、 またして 下さり ませ。 

花 車 女 ほんに 情けない こと を、 いわれます のう。 

せっかく 楽屋まで、 来られました のに、 ちょっと 言 

葉な リと 交して 下さり ませ。 

源 次 (もじもじしながら、 娘に 対して) ほんに、 よ 

う お出でな さりました。 

町 娘 (同じく 恥じらいながら、 黙って 頭 を 下げる) 

花 車 女 さあ ちょっと 私の 茶屋まで、 入らせられ ませ 

い。 ほんの ちょっと じ や。 手間 はとら せませ ぬ ほど 



こ" 

源 次 そうはして おられ ませぬ わい。 もうす ぐ 開き ま 

する 

花 車 女 なんの まだ 開きます る もの かいのう。 さあ ご 

ざり ませ。 (無理に 源 次の 手 を 取りて、 下手の 入口 

より 娘 を 伴うて 去る) 

(助 右衛門に 扮 した 仙 台弥五 七、 手代 丁稚に 

扮 した 三、 四 人の 俳優と 揃うて、 右手より 出 

て 来る) 

甲 この頃の 娘 は、 油断が ならぬ ことじ や。 役者 

を 慕うて 楽屋まで、 のめの めと はいって 来る。 



乙 それにしても、 袖 崎 どの は 果報 じ や。 男 知ら 

ずの 町 娘から、 あのよう に 慕われて は、 まんざら 憎 

うは あるまい。 はは はは。 

丙 それにしても、 見物人の どよ みょう。 小屋が、 

割れる ような 大入りと 見える。 

四郎 五郎 (相手の 源 次 を 失うて、 ぼんやり 立って い 

たが) 江戸の 少 長に、 この 大入りの 様子が 見せたい 

のう。 

弥五七 ほんと に そうじゃ。 この 狂言に 比べる と、 浅 

間 ケ嶽の 狂言な ど は、 子供 だまし じ や。 

四郎 五郎 浅 間 ケ嶽に 立つ 煙 も だんだん 薄うな つて 行 



くの じ や。 はは はは。 

(霧浪 千 寿、 美しい おさんに 扮 して、 部屋 か 

ら 出て 来る。 金剛が 付いている) 

弥五七 昨日 ちょっと ある 所で、 聞いた 噂 じ やが、 藤 

十郎 どの は、 今度の 狂言の 工夫に 悩んだ 揚げ句、 あ 

みそかお しぐさ 

る 茶屋の 女房に 恋をし かけ、 密 夫の 心 持 や、 動作の 

ほんとう 

形 を 付けた という ことじ やが、 真実 かのう。 

四郎 五郎 わし は、 しかと は 知らぬ が、 千 寿 どの は、 

聞いた であろう。 その 噂 は 真実 かのう。 

千 寿 そんな 噂 は、 わし も 人伝に は 聞いた がのう。 藤 

様 は、 口 をつ ぐんで 何もい われぬ のでのう。 が、 あ 



の宗 清で 顔つな ぎの 酒 盛が あった 晚 のこと じ やが、 

藤 様 は 狂言の 工夫に 屈託して、 酒 盛の 席 を 中座され、 

そなたた ち は、 追々 酔いつ ぶれて、 別間へ 退かれた 

後の ことじ やのう。 藤 様が、 蒼い 顔して、 息 を 切ら 

せながら、 酒宴の 席へ 帰って来られ ると、 立て つづ 

けに、 大杯で 三、 四 杯 呷って からい われる のに、 「千 

寿 どの 安堵め されい。 狂言の 工夫が 付き 申した」 と、 

いわれた が、 平生の 藤 様と は 思われぬ ほどの 恐い 顔 

付き じ やった が、 あの 晚に …… 。 (と 千 寿が 首 を 傾 

けて いると き、 下手の 入口から 宗 清のお 梶が、 ひそ 

かに 入って 来る のに 気がついて、 口 をつ ぐむ) 



弥五七 (役者の 道化 振り を 発揮して) これ は、 これ 

はお 梶 どの。 ようお いでな されました。 ちょっとお 

尋ねし まする。 藤十郎 どのが、 狂言の 稽古の 相手 は 

あなた 様で は ござり ませぬ か。 

ぉ梶 (緊張しながら、 しかもつ つまし やかに) なん 

で ござり まする。 藪から 棒のお 尋ねで ござり まする 

のう。 

弥五七 (やはり 道化た 身振りで) 藤十郎 どのが、 今 

度の 狂言の 稽古に、 人の 女房に 偽りの 恋をし かけ、 

なび 

靡く と 見て、 逃げた とのこと で ござり まする。 もし 

やお 心 当りが ござり ませぬ か。 



ぉ梶 (つつまし やかに、 態度 をみ ださず) 偽りに も 

せよ、 藤十郎 様の 恋の 相手に、 一 度で も なれば、 女 

子に 生まれた 本望で ござります わい。 

弥五七 よく ぞ 仰せられた。 はは は。 

千 寿 (やや 取りな すよう に) ほんに、 日頃から 貞女 

の 噂 高い そなたで なければ、 さしずめ 疑いが かかる 

ところで ござり ますのう。 楽屋へ 御用で ござります 

るか。 さあお 通りな さり ませ。 

こ とづ て 

ぉ梶 あのう、 嵐 三十 郎 様に、 お客様からの 言伝 を。 

千 寿 さようで ござります るか。 さあ、 お通りな さり 

ませ。 



(お 梶、 会釈して 通り過ぎる。 役者の 部屋の 

方へ 行かん として、 部屋 を 立ち 出で たる 藤 十 

郎と顔 を 合わす。 二人とも、 瞬間 的に 立ち竦 

む。 ぉ梶 ちょっと 目礼して 行き過ぎる。 藤 十 

郎、 しばらく 後 姿 を 見 詰む る) 

四郎 五郎 (藤 十郎の 立ち 出で たる を 見て) 今 も、 そ 

なた 様の 噂 をして じ や。 今度の 狂言に ついて、 楽屋 

の 内外に 広がった 噂 を、 ご存じ か。 

藤十郎 (座元ら しい 威厳 を 失わないで) 一向 聞き ま 

せぬな。 

弥五七 噂の 本尊の そなた 様が 知らぬ と は、 面妖な。 



千 寿 藤 様に はいわぬ がよ いわいな。 

弥五七 いわいでも、 いっか は 知れる ことじ や。 藤 十 

郎様、 お聞きな さり ませ。 今度の 狂言の 工夫に そな 

た 様が ある 人妻に 恋をし かけた との 噂 じ や。 

藤十郎 (快活に 笑って) 埒 もない 穿鑿 じ や。 いつ ぞ 

や も、 わしが 嵐 三十 郎の手 負 武者 を 介抱す ると、 あ 

まり 手際が よいと いうて、 やれ 藤 十郎は 外科の 心得 

が あるな どと やかまし い 沙汰 じ や。 心得が のうても、 

心得の あるよう に 真実に 見せる のが、 役者の 芸じ や。 

油 売りに なれば、 油 売った 心得が のうても、 油 売り 

にな つ て 見せる の は芸じ や。 密 夫の 心得が のうて、 



関白から 下 は 下司 下郎の はしまで、 一度 はなって 見 

なければ 役者に はなれぬ はず じ や。 なるほどな あ。 

手代 風の 男 (藤 十郎の 部屋から 出て 来て) それで は、 

失礼いた します で ござり まする。 

藤十郎 御苦労で ござりました。 大尽 様に、 よう 礼 を 

いうて 下さり ませ。 

(手代 風の 男 丁稚と ともに 去る。 幕の 開く こ 

といよ いよ 近くな りしと 見え、 道具方 楽屋 方 

等の 往復 繁 くなる) 

藤十郎 (千 寿 を 顧みて) 千 寿 どの。 あの 闇の 中で、 

そなたと 初めて 手 を 取り合う とき、 今少し 逆上した 



風 を 見せて たもらぬ か。 女 は あのような とき は、 男 

よりも 身 も 世 も あらぬ ように 逆上す る もの じ や ほど 

にのう。 

千 寿 (素直に) あいのう、 合点 じ や。 今日は 作者の 

門 左 衛門様 も、 御 見物 じ や ほどに、 一 段 心 を 込めて 

みます わい のう。 

藤十郎 さあ、 もう 幕が 開く に 程 も あるまい。 

(千 寿の 手 を 取りて 行かん とす。 急に、 楽屋 

が 騒ぎ 出す。 「自害 じ や。 自害 じ や。 女の 自 

害 じ や」 と 道具方 や 下回りの 役者た ち、 役者 

の 部屋の 方へ 駆け込む) 



頭取 (あわてて 駆け込みながら) ああ、 声を立てて 

はならん。 見物が 騒ぎ 出す と、 舞台の 方が めちゃく 

ちゃ じ や。 静かに、 静かに。 (皆の 後から 奥の 方へ 

はいる) 

弥五七 (やっぱり 道化方ら しい やや 上つ いた 態度で) 

はて 面妖な。 自害、 しかも 女の 自害と は。 楽屋に は、 

牝猫 一 匹 おらぬ はず じ やが のう。 

千 寿 (同じく 不思議 そうに) 女の 自害！ はて 女の 

自害！ 

藤十郎 (思い当る こと ある ごとく、 やや 蒼白に なり 

ながら 黙って いる) …… 。 



(道具方 楽屋 番 など、 ぉ梶の 死体 を 担いで 来 

る。 口々 に 「宗 清のお 内儀 じ や」 という) 

千 寿 (駭 いて 駆け寄りながら) なに！ 宗 清のお 内 

儀！ (ふと 気が付い たように、 藤 十 郎の方 を 振り 

返る) …… 。 

藤十郎 (千 寿の 振り返った 目 を 避く るよう に、 目 を 

そらして いる) …… 。 

弥五七 いかにも 宗 清のお 内儀 じ や。 短刀で 胸の 下 を 

たった 一 突き じ や。 

四郎 五郎 今 ここで 話して 行かれた のに、 瞬く 間の 最 

期 じ や。 藤十郎 様、 御覧な され ませ、 いかな 子細 か 



は 分かり ませぬ が、 女子に は 希な 見事な 最期 じ や。 

藤十郎 (引き付けられ たように、 歩み寄りながら、 

じっと 死 顔に 見入る。 言葉な し) …… 。 

若 太夫 (息せ きながら、 駆け込んで 来る) 何事 じ や。 

何事 じ や。 なに 女の 自害！ ゃぁ宗 清のお 内儀 じ や。 

いかな 子細 かも 知らぬ が、 なにも 万 太夫 座の 楽屋で、 

自害 せいでも よいの を。 

千 寿 ほんに、 楽屋に 死にに 来ないでも。 (ふと、 藤 十 

郎の顔 を 見て 黙る) …… 。 

弥五七 こんな 不吉な ことが、 世間に 知れる と、 せつ 

かく 湧き 立った 狂言の 人気に、 傷が 付かぬ もので も 



ない。 

若 太夫 ほんに それが 心配 じ や。 皆様、 他言 は 無用に 

して 下され ませ。 

藤十郎 (黙って 死骸 を 見詰めて いたが、 急に 気 を 変 

えて) なんの 心配な ことがある もの か。 藤 十 郎の芸 

の 人気が 女子 一 人の 命な どで 傷つ けられて よい もの 

か。 (千 寿の 手 を 取りながら) さあ、 千 寿 どの 舞台 

じ や。 

千 寿 (真実の 女の ごとく やさしく) あいのう。 

藤十郎 (つかつかと 舞台の 上へ 急いだ が、 また 引返 

して 死体 を 一目 見、 ついに 思い 決した る ごとく、 退 



場す。 同時に 幕の 開く 拍子木の 音が 聞え て 静かに 

が 下る) 
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